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委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、庄内町議会会議

規則第 77 条の規定により報告します。 

 

事件の番号 件             名 審査の結果 

議案第７１号 第３次庄内町総合計画基本構想について 原案可決 

議案第７２号 第３次庄内町総合計画基本構想に係る基本計画について 原案可決 
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（別紙） 

庄内町総合計画基本構想・基本計画審査特別委員会  

委員長  吉 宮  茂 

 

1 件 名 

   議案第７１号 第３次庄内町総合計画基本構想について 

議案第７２号 第３次庄内町総合計画基本構想に係る基本計画について 

 

2 審査の経過 

 (1) 付託年月日 令和 7年 9月 2日 

 (2) 審査の状況 

  ア 委員会の開催状況 

令和 7年 9 月 2 日 委員会の構成は議長を除く 12 人とし、次の定例会までの継

続審査とした。副委員長に伊藤和美委員を選出した。 

庄内町議会会議規則第 70 条の規定により分科会を設置し

審査することに決定した。分科会の数、委員の定数及び委

員の選任、各分科会の審査事項について決定した。 

令和 7年 9 月 11 日 企画情報課からの聞き取り 

令和 7 年 11 月 18 日 各分科会の審査報告と質疑を行い、全体の審議を行った。 

 

  イ 正副委員長及び正副分科会委員長会議の開催状況 

令和 7年 9 月 3 日 分科会の進め方と審査日程について調整 

令和 7年 10 月 16 日 分科会の取りまとめについて調整  

 

  ウ 各分科会の開催状況 

(ｱ) 第 1 分科会 

ａ 委員の定数 7 人 

ｂ 委員（委員長◎、副委員長○） 

◎工藤範子 ○奥山康宏 小野一晴 五十嵐啓一 渡部伊君子 阿部利勝 

石川武利 

ｃ 審査事項 

      議案第７１号 第３次庄内町総合計画基本構想について 

議案第７２号 第３次庄内町総合計画基本構想に係る基本計画について 

 施策の柱１ 共に支え合い安心して暮らせるまちづくり 

 施策の柱２ 未来を担う子どもたちを育むまちづくり 

 施策の柱３ 地域の活力を生むまちづくり 

 施策の柱４ 住みやすく安全で快適なまちづくり 

 施策の柱５ 持続可能な協働のまちづくり 

    ｄ 審査日程 

令和 7年 9 月 2 日 委員長、副委員長の選任 
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令和 7年 9 月 3 日 分科会の日程、進め方について 

令和 7年 9 月 16 日 社会教育課、教育課、企画情報課、総務課の所管に関

する事項についての審査 

令和 7年 9 月 19 日 税務町民課、子育て応援課、保健福祉課、環境防災課

の所管に関する事項についての審査 

令和 7年 10 月 7 日 総括審査 

令和 7年 10 月 21 日 総括審査 

令和 7年 10 月 28 日 総括審査 

 

   (ｲ) 第 2 分科会 

ａ 委員の定数 5 人 

ｂ 委員（委員長◎、副委員長○） 

◎加藤將展 ○伊藤和美 吉宮茂 上野幸美 齋藤秀紀 

ｃ 審査事項 

議案第７１号 第３次庄内町総合計画基本構想について 

議案第７２号 第３次庄内町総合計画基本構想に係る基本計画について 

 施策の柱１ 共に支え合い安心して暮らせるまちづくり 

 施策の柱３ 地域の活力を生むまちづくり 

 施策の柱４ 住みやすく安全で快適なまちづくり 

 施策の柱５ 持続可能な協働のまちづくり 

ｄ 審査日程 

令和 7年 9 月 2 日 委員長、副委員長の選任 

令和 7年 9 月 3 日 分科会の日程、進め方について 

令和 7年 9 月 16 日 建設課、企業課、農林課、商工観光課の所管に関する

事項についての審査 

令和 7年 10 月 2 日 意見の集約 

令和 7年 10 月 7 日 総括審査 

令和 7年 10 月 21 日 総括審査 

令和 7年 10 月 28 日 総括審査 

 

3 審査の結果 

議案第７１号 第３次庄内町総合計画基本構想について 

賛成全員をもって原案のとおり可決 

議案第７２号 第３次庄内町総合計画基本構想に係る基本計画について 

賛成全員をもって原案のとおり可決 
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4 意 見 

(1) 避難所は、現状を精査したうえで課題がある避難所について、対象地域と協議し

早急に改善をすべきである。特に、各避難所の福祉避難所としての機能を充実させ

るべきである。 

(2) 障がい福祉サービスの充実では、関係者が望んでいる児童発達支援センターを早

急に設置すべきである。 

(3) 障がい福祉サービスの充実では、障がい者とその保護者が集い、情報共有できる

居場所となるスペースを設置すべきである。 

(4) 小学校再編に伴う学童保育の在り方については、保護者や地域の意見を尊重する

とともに、関係機関と協力しながら、子どもと保護者が安心して利用できる環境を

整えるべきである。 

(5) 学校と家庭、地域が一体となり、いじめ防止対策に力を入れるべきである。 

(6) 清川地区振興協議会から提示されている「清川歴史公園基本構想」に基づき、1期

工事は完了したが、これ以降については進展がみられない。今後の方向性、特に清

河八郎記念館、屋内多目的運動場、まちづくりセンターの機能を一体化した複合施

設については、関係団体との協議を行い、今後の方向性を示すべきである。 

(7) 総合計画の推進にあたっては、生活優先と福祉サービスの維持を踏まえ、緊急性

や必要性、町民ニーズ等を把握すべきである。大規模事業については、財政シミュ

レーションに加え、長期財政推計を作成し、長期的な財政の推移を見据え、選択と

集中の視点に立って進めるべきである。 

(8) 空き家の家主は責任を持って管理・解体等に取り組むよう周知すべきである。 

(9) 新庄酒田道路（高規格道路）の開通にむけ清川・狩川インターチェンジ周辺の施

設整備計画を策定すべきである。 

(10) 町長の選挙公約にある 9次化産業について各課連携して言及すべきである。 

(11) ふるさと納税の中に、企業版ふるさと納税を追記すべきである。 

(12) 庄内町の特産物を目玉となるお土産として開発すべきである。 

(13) にぎわいのある駅前開発（クラッセ）について言及すべきである。 

(14) 多様な働き方への対応や「女性や若者、障がい者、高齢者、外国人等」誰もが働

きやすい職場環境の構築を進め、町内事業者の雇用確保と人材の定着に対する取り

組みを推進します。「」部分を追記すべきである。 

(15) ベンチマークにえるぼし、くるみん等の企業（数・周知）を設定すべきである。 

 


